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第２学年生活科学習指導案 

日時  令和６年１１月７日（木） 

   第５校時  

対象 第２学年１・２組みどり学級 

３７名 

授業者       久地浦 玲子 

会場         ２年２組教室 

会 場 ２階６年１組教室 他      

１ 単元名 えがおのひみつ たんけんたい（教育出版） 

２ 単元の目標 

地域の多様な場所や人々に関わる活動や、身近な人々と伝え合う活動を通して、地域の人々と自分

たちの生活との関りや、公共物のよさや働きを捉えたり、相手のことを想像して伝えたいことや伝え

方を選んだりすることができ、身近な人々と関わるよさや楽しさが分かり、地域に親しみや愛着をも

ち、すすんで触れ合い交流することや、適切に接したり、安全に生活したりすることができるように

する。 

３ 題材の評価規準 

知識・技能 
地域の多様な場所や人々に関わる活動や、身近な人々と伝え合う活動を通して、

身近な人々と関わるよさや楽しさ、適切な接し方が分かっている。 

思考・判断・表現 

地域の多様な場所や人々に関わる活動や、身近な人々と伝え合う活動を通して、

地域の人々と自分たちの生活との関わりや、公共物のよさや働きを捉えたり、相

手に応じて伝えたりしている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

地域の多様な場所や人々に関わる活動や、身近な人々と伝え合う活動を通して、

地域に親しみや愛着をもち、すすんで触れ合い交流することや、適切に接したり

安全に生活したりしようとしている。 

４ 指導観 

⑴ 単元観 

本単元は学習指導要領 生活科の内容（３）「地域に関わる活動」（４）「公共物や公共施設を利用

する活動」に基づいて設定した。 

小学校学習指導要領 生活科編 第３章 生活科の内容 

（３）地域に関わる活動を通して、地域の場所やそこで生活したり働いたりしている人々につ

いて考えることができ、自分たちの生活は様々な人や場所と関わっていることが分かり、

それらに親しみや愛着をもち、適切に接したり安全に生活したりしようとする。 

（４）公共物や公共施設を利用する活動を通して、それらのよさを感じたり働きを捉えたりす

ることができ、身の回りにはみんなで使うものがあることやそれらを支えている人々がい

ることなどが分かるとともに、それらを大切にし、安全に気を付けて正しく利用しようと

する。 
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⑵ 児童観 

本学年の児童は、登下校の通学路などで、地域の人々やお店などを目にしている。９月初旬に行っ

た、「まちが大すきたんけんたい」の学習で、身の回りの地域を全員で巡る町探検を行い、今まで知ら

なかった場所を知ることができた。さらに、アンケートでは、ほとんどの児童が「また行きたい」と

回答しており、意欲がさらに高まっている。本単元では、自分たちの地域で生活したり働いたりして

いる人々や様々な場所との関わりを深め、それらに愛着をもち、人々と適切に接することや安全に生

活することや安全に生活することができるようにしたい。 

また、日頃から自分の考えや意見を積極的に発表したいと思っている児童が多い。本単元を通して、

児童が主体となって話し合ったり考えたりすることができるようにしたい。そのために、付箋や短冊、

ICT を活用し、それを分類・整理し、伝え合う活動を通して、伝えたいことが相手に伝わる良さがわ

かり、意欲をもって友達と伝え合うことができるようにする。 

 

⑶ 教材観 

  児童にとっての地域とは、生活の舞台であるとともに、学びの対象であり、生活や学びを支えてく

れる人たちが生活する身近な環境そのものである。その中で、児童が地域の人々や場所のよさに気付

き、それらを大切にしたり積極的に関わったりできるようになることによって、生きて働く力を育成

することができる。 

  まち探検は、地域や社会との関わりをもち、地域の人への愛着と信頼を醸成することのできる単元

である。そのためには、自分の生活が多くの人たちによって支えられていることを実感できるように、

具体的な活動や体験を大事にしたい。例えば、インタビューをさせてもらったり、お店の仕事を体験

させてもらったりすることなどが考えられる。そうすることで、働いている人たちの人柄や仕事に対

する思いや生き方に触れ、地域のことを更に好きになっていくことを期待している。 

５ 年間指導計画における位置付け 

 第１学年 生活 わくわくどきどきしょうがっこう（学校と生活） 

 第１学年 生活 かぞくにこにこ大作戦（家庭と生活） 

 第２学年 生活 まちが大すきたんけんたい（地域と生活）（公共物や公共施設の利用） 

 第２学年 国語 メモをとるとき、こんなもの見つけたよ 

 第２学年 生活 えがおのひみつ たんけんたい（地域と生活）（公共物や公共施設の利用） 

 第３学年 社会 私たちの地域や市  
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６ 単元の指導計画と評価計画（全２８時間） 

時
数 

小単元 目標 学習活動 知識・技能 
思考・判断・表

現 

主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

単元の

導入 

これまでのまち

探検で、訪ねた

場所などを思い

起こし、地域に

親しみがある場

所が増えたこと

に気付き、地域

や人々に関わる

ことへの期待を

もつことができ

るようにする。 

■前回のまち探検の記録や作品もも

とに、印象に残っていることや、

自分の生活や関わり方が変わった

ところを考え、これからの学習の

イメージを持つ（わくわくスイッ

チ/わくわくシート）。 

○楽しかったこと、疑問に思うこ

と、新たに発見した場所などを話

し合う。 

○再び行ってみたいところや、会っ

てみたい人などを話し合う。 

地域に親しみ

がある場所が

増えたことに

気付いてい

る。 

【発】【行】 

これまでのま

ち探検を思い

起こして、よ

り関わりを深

める方法を話

し合ってい

る。 

【発】【行】 

地域や人々に

関わることへ

の期待をもっ

て、話し合お

うとしてい

る。 

【発】【行】 

２
・
３
・
４ 

もっと 

知りた

いこと

を 話そ

う 

知りたいことや

してみたいこと

を分けたり、適

切な行動を予想

したりしながら

計画を立て、訪

問や連絡、依頼

を適切に行い、

期待をもって、

繰り返し関わる

ことができるよ

うにする。 

○行きたい場所や目的、約束などに

ついて話し合い、探検の計画を立

てる。 

○行きたい場所をもとにグループを

つくり、お店の人にインタビュー

をして尋ねてみたいことを考え、

整理し、笑顔で働く理由を予想す

る。 

○話し合ったことや自分の考えにつ

いて計画カードに記録する。 

○探検する場所について、行く日や  

お願いしたいことを適切な方法で

連絡する。 

探検に行くこ

とについて、

連絡や依頼を

適切に行って

いる。 

【発】【作】 

もっと知りた

いことやして

みたいことを

分けたり、ふ

さわしい行動

を予想したり

しながら、計

画を立てたり

約束を決めた

りしている。 

【発】【作】 

地域の場所や

人々に関わる

ことに関心や

期待をもっ

て、繰り返し

関わる計画を

立てようとし

ている。 

【発】【作】 
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５
～
１
４ 

えがお

の ひみ

つを  

さぐろ

う 

仕事をしている

様子を丁寧に見

たり、適切な言

葉遣いで話を聞

いたりし、これ

まで見ていなか

った仕事やそれ

をしている人々

の思いに気付

き、関心を高め

ることができる

ようにする。 

仕事の一部を体

験する学習を通

して、仕事の楽

しさや難しさ、

場に応じた適切

な言葉遣いや行

動に気付き、地

域の人々の思い

に心を寄せ、す

すんで取り組む

ことができるよ

うにする。 

○お店を探検したりインタビューし

たりするときに気をつけることを

確認する。 

○仕事の仕方や手順、種類などにつ

いて観察したり聞き取ったりす

る。 

○お店や公共施設で、普段見ること

のできないバックヤードの様子

や、開店前や閉店後の仕事などに

ついて教えてもらう。 

○気付いたり教えてもらったりした

ことを学習者用端末で記録した

り、カードに整理してまとめる。 

○仕事を体験させてもらう時に気を

付けることを話し合う。 

○仕事の様子を見せてもらう。 

○仕事の内容を見たり聞いたりする

中で、自分にもできそうなことを

教えてもらい、やってみる。 

○やってみて感じたことや、考えた

ことをカードなどに記録する。 

・これまで目

に見えていな

かった仕事

や、仕事をし

ている人々の

思いに気付い

ている。 

・インタビュ

ーの際、その

場に応じた言

葉遣いや適切

な行動をして

いる。 

・仕事の楽し

さや難しさに

気付いてい

る。 

・仕事をする

際、その場に

応じた言葉遣

いや適切な行

動をしてい

る。 

【発】【作】 

仕事をしてい

る人々の思い

や工夫を予想

しながら、関

わっている。 

・適切な言葉

遣いや行動を

意識しなが

ら、仕事に取

り組んでい

る。 

【発】【作】 

仕事をしてい

る人々の様子

を丁寧に見た

り、話を聞い

たりしようと

している。 

・仕事を体験

をしながら、

地域の人々の

思いに心を寄

せ、すすんで

取り組もうと

している。 

【発】【行】 

１
５ 

何を か

んじた

かな 

自分が体験した

ことをまとめた

り、友達と伝え

合ったりして、

仕事をしている

人の思いや工夫

に気付き、人々

への親しみや愛

着をもち、それ

らのよさを大切

にできるように

する。 

○仕事の大変さや楽しさ、仕事をし

ている人たちの思いなどについ

て、グループの友達と自分の考え

を伝え合う。 

○働く人たちの笑顔の秘密について

考えたり予想を立て直したりす

る。 

■カードや学習者用端末などで学習

を振り返り、次の学習への見通し

を持つ。 

それぞれの仕

事には、さま

ざま思いや工

夫があること

に気付いてい

る。 

友達の体験や

感想と比較し

ながら、自分

の体験をまと

めたり、友達

と伝え合った

りしている。 

仕事をしてい

る人々の姿や

自分が体験し

たことを思い

起こして、

人々への親し

みや愛着をも

ち、それらの

よさを大切に

しようとして

いる。 
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１
６
～
１
８
（
本
時
） 

体けん

を 

つたえ

合おう 

探検場所で体験

したことを自分

たちの選んだ方

法で表現し、伝

えたいことが相

手に伝わるよさ

がわかり、意欲

をもって友達と

伝え合うことが

できるようにす

る。 

○体験してわかったことをグループ

の友達と情報交換する。 

○他のグループの友達に伝えるため

の方法について話し合う。 

○絵本や、クイズ、絵地図、新聞な

どの方法で、探検してわかったこ

とや、体験して多様な感じたこと

や考えたことなどを、友達と協力

してまとめる。 

○体験発表会を開く。 

伝えたいこと

が相手に伝わ

るよさがわか

っている。 

【発】【行】 

他のグループ

の友達に伝え

るために、何

を伝えるか、

どのような方

法で伝えるか

について、考

えながらまと

めている。 

【発】【行】 

体験したこと

を知らせたい

という意欲を

もって、話し

合いや表現活

動に取り組ん

でいる。 

【発】【行】 

１
９
～
２
１ 

まちの 

人にも 

つたえ

よう 

伝えたいことや

伝え方を選ん

で、多様な伝え

方があることに

気付き、相手や

目的に合わせ

て、発表会の計

画を立てること

ができるように

する。 

○発表会の計画を立てる。 

○各グループでどのように表現する  

か話し合う。 

○発表の準備や練習をし、発表方法

の改善をする。 

○招待状を作成して届けたり、ポス

ターを作って貼らせてもらったり

する。 

相手や目的に

応じて、多様

な伝え方があ

ることに気付

いている。 

【発】【作】 

何を伝えるか

を考え、伝え

たいことや伝

え方を選んで

いる。 

【発】【行】

【作】 

相手や目的に

合わせて、発

表会の計画を

立てようとし

ている。 

【発】【行】 

２
２
～
２
４ 

えがお

いっぱ

い 

はっぴ

ょう会 

適切な言葉遣い

で工夫して伝

え、自分のこと

や伝えたいこと

が相手に伝わる

よさや楽しさが

わかり、相手の

反応や状況に合

わせて、伝えた

いことや気持ち

を表すことがで

きるようにす

る。 

○発表会の内容を、招待した人たち

に説明する。 

○探検して見つけたことやわかった

ことを協力して表現する。 

○ほかのグループの発表を見て、質

問したり、感想を述べたりする。 

○招待したまちの人から感想をもら

って交流をする。 

〇交流には ICT機器などを使った方

法もある。 

○発表会を振り返り、感想をカード

に書く。 

・自分のこと

や伝えたいこ

とが相手に伝

わるよさや楽

しさがわかっ

ている。 

・伝える際

に、適切な挨

拶や言葉遣い

をしている。 

【発】【行】 

相手の反応を

確かめなが

ら、伝え方を

工夫してい

る。 

【発】【行】 

相手の反応や

状況に合わせ

て、多様な方

法で伝えたい

ことや気持ち

を表そうとし

ている。 

【発】【行】 
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２
５
～
２
７ 

ありが

とうを 

つたえ

よう 

学習を振り返

り、お世話にな

った相手のこと

を思い浮かべな

がら伝え方を工

夫し、自分の気

持ちを伝えるう

れしさに気付

き、多様な方法

で、感謝の気持

ちを表すことが

できるようにす

る。 

○まち探検でお世話になった方にお

礼を伝えることや、わかったこと

を身近な人たちに伝えることを話

し合う。 

○手紙や感謝状、ポスターなど、グ

ループごとに方法を決めて書き、

届ける。 

自分の気持ち

が相手に伝わ

ることのうれ

しさに気付い

ている。 

【行】【作】 

これまでの体

験をもとに、

相手のことを

思い浮かべな

がら、伝え方

を工夫してい

る。 

【作】 

多様な方法

で、感謝の気

持ちを表そう

としている。 

【行】【作】 

２
８ 

何を か

んじた

かな 

学習を振り返

り、地域の人々

や公共施設の利

用などが、自分

たちの生活を豊

かに楽しくして

いることを実感

し、地域や多様

な人々との関わ

りを自ら築いて

いこうとしてい

る。 

○仕事の大変さや楽しさ、仕事をし

ている人たちの思いなどについて

話し合う。 

○働く人たちの笑顔の秘密について

予想と比べたり話し合ったりす

る。 

○大人になったらしてみたい仕事や

なりたい職業について伝え合う。 

■学習を振り返って、自己評価をす

る（わたしが見つけたえがおのひ

みつ/ぐんぐんはしご）。 

★まち探検で体験したことを家の人

に伝えたり、一緒に体験先を訪ね

たりする。 

地域の親しみ

を感じる人々

や愛着のある

場所、公共施

設などが、自

分たちの生活

を豊かに楽し

くしているこ

とに気付いて

いる。 

【発】【行】

【作】 

地域の場所や

人々を自分の

生活と関連付

けながら、捉

えている。 

【発】【行】

【作】 

地域の場所や

人々、公共施

設への親しみ

や愛着をもち

身近な人々と

関わることの

よさや楽しさ

を実感し、多

様な人々との

関わりを自ら

築いていこう

としている。

【発】【行】

【作】 

【参考資料】令和６年度版『せいかつ下 なかよし ひろがれ』年間指導計画・評価計画作成資料より 
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７ 手立て 

個別最適な学び 

 ICT 機器の活用：具体的に体験したことを思い出したり伝えたりしやすいように、タブレットで児童

が撮影した写真を提示できるようにする。 

 ワークシートの活用：まだタブレット操作が難しいため、手書きでまとめができるワークシートも用

意し、各自で選択できるようにする。 

 

 協働的な学び 

 グループでの話し合い： 

（友達と） ・全員が意欲的に参加し活動を楽しめるように、「みんなでまとめるにはどうすれ

ばよいか」という視点で、発表形式や内容を考えさせる。 

          紙芝居、実演、動作化、クイズ、マップ（壁新聞）、スライド 

  （地域の人と）・地域の人たちの仕事や思いなどを振り返り、自分たちが社会の中で育っているこ

とを実感させる。 

         ・自分たちが見つけた「えがおのひみつ」を他の人にも知らせたい、もっとえがお

がふえる町にしたい、という気持ちを引き出し、今後どうするかを考えさせる。 

 

８ 本時の指導（全２８時間中の第１６時） 

（１）本時の目標 

  伝えたいことを相手に伝わるよさが分かり、意欲をもって友だちと伝え合うことができる。 

 

（２）本時の展開 

学習活動 ・指導上の留意点 ★個別最適な学び ☆協働的な学び 

〇前時を振り返り、めあてを

確認する。 

 

・各自が個別にまとめた内容を友達に伝えたいという意欲を基にし

て、発表会までの計画を立てる。 

  ①体験したことをグループの友達と情報交換する。 

  ②他のグループの友達に伝える方法を話し合う。 

  ③分かったことや感じたこと、考えたことなどを協力してまと

める。 

④体験発表会を開き、グループ以外の人と伝え合う。 

〇グループの友達と情報交換

をする。 

 

 

 

 

 

〇他のグループの友達に伝え

★具体的に体験したことを思い出したり伝えたりしやすいように、

児童が撮影した写真を持たせる。（タブレット・紙） 

☆地域の人たちの仕事や思いなどを振り返ることで、自分たちが社

会の中で育っていることを実感できるようにする。 

・体験で分かったことや気付いたことを、一項目ごとに付箋紙に書

き、見せながら紹介する。 

 

☆全員が意欲的に参加し活動を楽しめるように、「みんなの体験を伝

グループの友だちと、自分の体けんを つたえ合おう。 

グループ以外の人に つたえるほうほうを 話し合おう。 
めあて 
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る方法を話し合う。 えるにはどうすればよいか」という視点でまとめ方を考えるよう

に伝える。 

 紙芝居、実演、動作化、クイズ、マップ（壁新聞） 

〇本時で学んだことと、次時

にしたいことを考えて、振

り返りを書く。 

 

〇次時への課題をもつ。 

☆自分たちが見つけた「えがおのひみつ」を他の人にも知らせた

い、他のグループが見つけたひみつも知りたい、という気持ちを

引き出し、発表会への意欲を高める。 

 

 

 

（３）本時の評価  

知・技：伝えたいことが相手に伝わる良さが分かっている。（発・行） 

主：体験したことを知らせたいという意欲をもって、話し合いや表現活動に取り組んでいる。 

（発言・行動） 

 


